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�
�
●電算基幹システムの入れ替えに伴い、現在 
　須恵町及び志免町と共同電算システム導入
　に関する検討を行っているところで、経費
　の二重投資となってしまうことから基幹シ
　ステム入れ替えに合わせて住民税の年金特
　別徴収を延期する予定のため903万円の減額�
�
�
●老人福祉センターの入口北面屋根防水塗装
　工事399万円の増額�
●早見保育園の園児数の増加に伴う待機児童
　対策として増改築工事2,700万円の増額�
�
�
●健康福祉センターの窓廻りシーリングの劣 
　化により建物内部への漏水のため、打替工
　事140万円の増額�
�
�
●宇美小学校・宇美東小学校の耐震化の加速 
　により１年前倒しで事業を行うため6,978
　万円の増額�
●中央公民館本館棟防水工事、研修室他につ
　いて個別に運転・停止可能なパッケージエ
　アコン設置工事2,424万円の増額�

「日本版グリーン・ニューディール」低炭素
社会・循環型社会・自然共生社会のモデルと
なる環境分野へ大胆に投資、需要を喚起し産
業振興による雇用創出等を強く要望する。�

（全員賛成で採択）�

「緑の社会」への構造改革を求める�
�

意　　見　　書�

工事請負業者の資格等の算定見直し、宇美町との
防災協定の締結、契約時の工事保証人制度を廃止
し、履行保証保険の契約を締結するなど。�

�
（全員賛成で採択）�

宇美町公共工事地場業者存続に関する請願書�
請　　　　願�

●永江　英一氏（再任）�

●受益と負担の公平
　の確保を図るため、
　使用料の額その他
　使用料の徴収につ
　いて整備する。�
（賛成13：反対２）�

●宇美町健康福祉セン
　ターにおいてデイサ
　ービス事業を行うも
　のから新たに使用料
　を徴収するための整備。�
（賛成14：反対１）�

●特定の者のためにす
　る事務につき徴収す
　る手数料の額その他
　手数料の徴収の整備。�
（賛成13：反対２）�

●平成21年４月から
　２年間において給与
　月額を２％、管理職
　手当10％を減額する。�
（賛成11：反対４）�

宇美町監査委員の選任�

宇美町公の施設�
使用料条例�

�

宇美町町有財産の使用料�
徴収条例の一部改正�

宇美町使用料及び�
手数料条例の改正�

宇美町職員等の給与の�
特例に関する条例制定�

●宇美町大字宇美2446
　番1ほか  ２件�
　処分面積山林6,753㎡�
　処分価格1,012万　
　9,500円�
（全員賛成）�

●宇美町立柳原保育園
　の入所児童の恒常的
　な定員超過に対応す
　るため、定数「150名」
　を「180名」へ増員する。�
（全員賛成）�

●公務に円滑な運営に
　資するとともに適正
　な支出を図るため。�
（賛成13：反対２）�

●給与月額を減額、町
　長10％・副町長７％・
　教育長５％のカット
　及び職員等の旅費の
　うち日当を廃止する。
（賛成13：反対２）�

財産の処分�

宇美町立保育園�
条例の一部改正�

宇美町特別職の職員で�
常勤のものの給与等に�
関する条例等の一部改正�

�

宇美町議会の議員報酬
及び費用弁償・宇美町
特別職の職員で非常勤
のものの報酬及び費用
弁償の条例の一部改正�

主な議案審査�

　今回の補正は、決算を見通し各事務・
事業の整理と国の平成20年度第１次及
び第２次予算で計上された地域活性化・
緊急安心実現総合対策交付金・生活対策
臨時交付金に係る対象事業の補正です。�

教 育 費�

衛 生 費�

民 生 費�

総 務 費�

一般会計（全員賛成）�
�

平成20年度�

補正予算�

提出者：西依　和彦議員 他2名� 請願者：宇美町土木組合　　代表　音成　光広�
�
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古
賀

安
心
こ
ど
も
基
金
の
活

用
に
つ
い
て

町
長

宇
美
小
学
校
の
学
童
保

育
所
の
増
築
な
ど
に
使
わ
れ
る
。

古
賀

次
世
代
育
成
支
援
対
策

地
域
行
動
計
画
策
定
に
つ
い
て

町
長

通
称
う
み
っ
子
未
来
プ

ラ
ン
と
し
て
平
成
20
年
度
の
ニ

ー
ズ
調
査
後
、
策
定
予
定
で
あ

る
。

と
里
帰
り
お
産
の
概
要
は
。

町
長

５
回
か
ら
14
回
に
公
費

負
担
を
拡
充
す
る
。

町
外
の
出
産
で
も
町
か
ら
依

頼
し
て
対
応
す
る
。

古
賀

出
産
育
児
一
時
金
の
拡

充
に
つ
い
て
。

町
長

平
成
21
年
10
月
か
ら
23

年
３
月
ま
で
42
万
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

古
賀

子
育
て
応
援
特
別
手
当

の
概
要
は
。

町
長

平
成
14
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
17
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
第
二
子
以
降
が
支
給
対
象

と
な
る
。

古
賀

命
を
は
ぐ
く
む
喜
び
の

た
め
に
、「
子
育
て
の
基
本
的

な
経
済
的
負
担
は
社
会
全
体
で

こ
れ
を
支
え
、
出
産
・
子
育
て

で
個
々
人
に
過
大
な
追
加
的
負

担
を
求
め
な
い
」
と
い
う
原
則

を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
。

妊
婦
健
康
診
査
14
回
の
補
助

古
賀
ひ
ろ
子
議
員

定額給付金

地
域
活
性
化
策
を

町
長：

商
品
券
な
ど
円
滑
な
支
給
を
行
う

町
長

給
付
金
に
関
す
る
事
務

員
は
、
臨
時
職
員
７
名
を
予
定

し
て
い
る
。

垣
内

受
け
取
ら
な
い
町
民

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
ふ
る

さ
と
納
税
寄
附
へ
の
案
内
を
。

町
長

受
け
取
ら
な
い
場
合

は
、
国
へ
返
還
さ
れ
る
の
で
、

一
度
受
け
取
り
そ
の
後
、
寄
附

等
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
回

覧
等
で
周
知
す
る
予
定
。

垣
内

支
給
を
装
っ
た
詐
欺
防

止
の
対
策
は
。

町
長

広
報
や
チ
ラ
シ
で
注
意

を
促
し
て
い
く
。

額
給
付
金
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
し
、
４
月
中
旬

に
は
申
請
書
を
郵
送
、
４
月
下

旬
に
、
第
１
回
目
の
振
り
込
み

を
開
始
す
る
。

垣
内

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
の
発
行
等
、
地
域
活
性
化
に

効
果
の
あ
る
施
策
の
検
討
は
。

町
長

プ
レ
ミ
ア
ム
10
％
の
商

品
券
を
商
工
会
で
計
画
し
て
い

る
。
商
工
会
の
会
員
・
非
会
員

を
問
わ
ず
、
幅
広
く
加
盟
店
を

募
集
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

垣
内

雇
用
創
出
に
つ
な
が
る

事
務
作
業
で
の
臨
時
職
員
の
新

た
な
雇
用
の
検
討
は
。

垣
内

当
町
に
降
り
る
約
５
億

６
千
７
百
万
円
以
上
の
「
定
額

給
付
金
」
と
約
２
千
６
百
万
円

以
上
の
「
子
育
て
応
援
特
別
手

当
」
の
受
け
取
る
ま
で
の
手
続

き
等
の
流
れ
と
支
給
時
期
は
。

町
長

２
月
１
日
基
準
日
に
定

垣
内
京
子
議
員

子
育
て
支
援

第３子優遇制度推進

町長：子育てのしやすい町を

▲宇美町商工会プレミアム商品券発行

▲二組のなかよし３人兄弟

▼混雑する定額給付金窓口
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藤
木
匠
議
員

行財政

行
財
政
の
更
な
る
推
進
を

町
長：

広
域
行
政
の
推
進
拡
大

し
計
画
の
確
認
や
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

藤
木

若
草
工
業
団
地
石
垣
崩

壊
現
場
は
、
出
会
い
頭
の
接
触

事
故
未
遂
が
あ
り
大
事
故
も
予

測
さ
れ
る
。

町
長

平
成
17
年
の
崩
壊
後
、

県
の
指
導
も
あ
っ
た
が
、
応
じ

ず
、
安
全
確
保
の
為
防
護
壁
を

設
置
、
現
在
、
早
期
解
決
と
安

全
確
保
に
向
け
、
地
権
者
と
協

議
交
渉
中
で
あ
る
。

町
長

平
成
18
年
に
協
議
・
指

導
を
行
い
、
昨
年
擁
壁
の
構
造

等
の
協
議
後
現
在
工
事
を
進
め

て
い
る
。

梅
雨
前
の
完
成
不
可
能
な
場

合
は
、
シ
ー
ト
等
で
保
護
を
行

う
よ
う
、
今
後
も
早
期
完
成
に

向
け
協
議
・
指
導
を
行
う
。

藤
木

極
楽
寺
観
音
地
区
の
違

法
埋
立
て
は
、
土
砂
の
搬
出

50
％
だ
が
水
路
上
に
鉄
骨
や
木

材
・
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁
な
ど
あ
り

非
常
に
危
険
な
状
況
に
あ
る
。

町
長

平
成
18
年
の
崩
壊
後
、

地
権
者
・
保
健
所
・
土
木
事
務

所
等
で
毎
月
１
回
、
現
地
協
議

藤
木

平
成
15
年
以
降
の
災
害

復
旧
工
事
は
、
ほ
ぼ
完
了
し
た

が
、
残
さ
れ
た
危
険
箇
所
が
あ

り
、
梅
雨
時
期
を
迎
え
早
急
の

安
全
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

日
の
丸
バ
ス
停
前
河
川
擁
壁

工
事
、
中
断
し
た
ま
ま
進
ま
な

い
が
。

危
険
箇
所

早急の安全対策を

町長：早期解決を目指す

藤
野

今
後
の
問
題
点
は
。

町
長

個
人
情
報
保
護
条
例
の

も
と
で
、
ま
だ
合
併
し
て
い
な

い
３
町
が
同
じ
機
械
の
中
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
票
な
ど
を
置

く
事
や
一
つ
の
サ
ー
バ
ー
に
３

町
の
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
等
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
の
問
題
は
あ

る
が
技
術
的
に
は
可
能
と
思
う
。

経
済
問
題
で
は
、
概
算
で
約

１
億
円
の
メ
リ
ッ
ト
、
単
価
面

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町

が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
が
生
か
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

昨
年
９
月
議
会
一
般
質
問

で
、
多
額
の
費
用
を
伴
う
、
電

算
業
務
の
広
域
連
携
を
質
問
し

た
が
関
連
で
再
度
質
問
す
る
。

基
本
協
定
書
調
印
に
至
る
経

緯
と
内
容
は
。

町
長

糟
屋
郡
６
町
に
お
い
て

審
議
の
結
果
、
更
新
時
期
や
委

託
会
社
の
違
い
な
ど
で
、
篠
栗

町
・
粕
屋
町
は
、
単
町
で
、
と

の
意
志
が
あ
り
、
最
終
的
に
広

域
行
政
を
進
め
る
立
場
か
ら
３

町
で
行
う
事
と
し
、
さ
ら
に
、

そ
の
事
が
合
併
問
題
に
も
進
ん

で
行
け
ば
、
と
の
思
い
で
３
町

の
調
印
に
至
っ
た
。

藤
野

行
財
政
改
革
の
一
環
と

し
て
、
平
成
21
年
３
月
３
日
、

宇
美
・
志
免
・
須
恵
３
町
に
よ

る
電
算
業
務
シ
ス
テ
ム
共
通
化

に
向
け
て
、
基
本
協
定
書
に
調

印
と
新
聞
報
道
が
さ
れ
た
。

藤
野
　
莞
嗣
議
員

▲粕屋南部３町による電算共有化の調印式

▲日の丸バス停前
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布
す
る
地
方
交
付
税
を
倍
増
す

る
決
定
を
し
た
。
何
よ
り
も
早

期
発
見
・
受
診
率
の
向
上
が
求

め
ら
れ
る
。
新
し
い
行
動
計
画

は
考
え
て
い
る
か
。

町
長

平
成
21
年
度
の
検
診
は

年
間
土
日
を
含
め
、
前
年
度
よ

り
４
日
間
を
追
加
し
25
日
間
行

う
。

西
依

病
歴
や
投
薬
歴
な
ど
を

記
載
し
た「
健
康
パ
ス
ポ
ー
ト
」

事
業
が
始
ま
る
。
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。

町
長

今
の
と
こ
ろ
詳
細
に
つ

い
て
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。

７
％
子
宮
頸
が
ん
17
・
４
％
と

推
移
。

西
依

国
策
で
あ
る
「
が
ん
対

策
推
進
基
本
計
画
」
は
検
診
受

診
率
の
目
標
を
「
５
年
以
内
に

50
％
以
上
」
と
し
て
い
る
。
宇

美
町
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
き
た
か
。

町
長

予
防
行
動
の
計
画
性
、

必
要
性
を
常
に
普
及
啓
蒙
、
検

診
の
予
約
制
、
特
定
健
康
診
査

と
同
時
に
が
ん
検
診
を
行
う
よ

う
個
別
に
予
約
は
が
き
を
郵
送

し
て
い
る
。

西
依

総
務
省
は
、
が
ん
検
診

を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
に
配

西
依

「
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
・
肺
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮

頸
が
ん
」
の
各
年
度
に
お
け
る

受
診
率
の
推
移
状
況
は
ど
う
か
。

町
長

国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
５
年
平
均
受
診
率
は
胃
が
ん

13
・
９
％
大
腸
が
ん
15
・
７
％

肺
が
ん
16
・
４
％
乳
が
ん
21
・

西
依
　
和
彦
議
員

が
、
立
ち
入
っ
た
指
導
が
で
き

て
い
な
い
の
が
現
状
。

行
政
区
活
動
の
点
か
ら
も
、

地
域
づ
く
り
に
時
間
を
か
け
協

議
し
、
要
援
護
者
の
見
守
り
、

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
へ
の
登

録
、
広
報
配
布
に
よ
る
見
守
り

効
果
に
も
期
待
し
た
い
。

補
助
金
・
奨
励
金
等
の
区
へ

の
一
括
配
布
、
区
内
に
お
け
る

そ
の
使
途
の
協
議
を
通
じ
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
少
し

ず
つ
す
す
め
て
い
き
た
い
。

政
区
の
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。

近
年
は
個
人
情
報
保
護
法
の

制
定
に
よ
る
町
か
ら
の
情
報
が

制
限
さ
れ
、
行
政
区
内
の
住
民

の
顔
が
見
え
な
く
な
り
、
ま
た

住
民
間
の
協
働
体
が
崩
れ
る
危

険
性
も
あ
る
。

ア
パ
ー
ト
の
増
加
に
よ
る
転

居
届
け
も
し
な
い
で
、
区
民
、

組
に
も
加
入
し
な
い
で
い
る
人

も
多
く
見
受
け
ら
れ
、
行
政
区

活
動
に
支
障
が
出
て
い
る
が
、

町
の
指
導
は
。

町
長

住
民
基
本
台
帳
と
区
提

出
の
世
帯
数
の
違
い
は
、
自
治

会
未
加
入
の
実
情
を
物
語
る

犬
塚

宇
美
町
に
は
49
行
政
区

が
設
置
さ
れ
、
役
場
と
協
働
し

て
町
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
。

各
行
政
区
は
区
で
互
選
さ
れ

た
区
長
を
町
が
非
常
勤
特
別
職

と
し
て
委
嘱
状
を
交
付
し
各
行

犬
塚
齊
議
員

▲行政区自治活動

▲平成21年度　健康診査・がん検診予定表

が
ん
対
策

早期発見・受診率の向上

町長：啓発啓蒙に努力する

地域振興

行
政
区
活
動
を
問
う

町
長：

地
域
の
努
力
を
活
か
し
た
い
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育
の
充
実
を
推
進
す
る
中
に
お

い
て
は
、
中
央
公
民
館
の
位
置

づ
け
が
大
変
重
要
で
あ
る
。

山
野

教
育
、
文
化
活
動
は
、

受
益
者
負
担
・
負
担
の
公
平
で

は
推
し
は
か
れ
ず
、
財
源
論
に

左
右
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
公
民
館
活
動
の
大
切
さ

を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
べ
き
時

で
は
な
い
か
。

町
長

他
の
公
共
施
設
等
と
連

携
を
図
り
、
生
涯
学
習
の
中
核

と
し
て
推
進
し
た
い
。

直
し
を
行
っ
た
。

山
野

公
民
館
は
社
会
教
育
施

設
。「
有
料
化
」
の
根
拠
は
な

い
の
で
は
な
い
か
。

町
長

地
方
自
治
法
２
２
５
条

を
根
拠
に
、
利
用
者
か
ら
使
用

料
を
条
例
で
定
め
て
徴
収
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

山
野

公
民
館
の
必
要
性
を
ど

う
考
え
る
か
。

町
長

公
民
館
が
人
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
の
核
と
な
り
、
生

涯
学
習
の
視
点
に
立
つ
社
会
教

山
野

公
の
施
設
は
「
住
民
の

福
祉
を
増
進
す
る
目
的
を
も
っ

て
そ
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の

施
設
」
と
さ
れ
る
。
そ
の
「
有

料
化
」
は
妥
当
か
。

町
長

負
担
の
公
平
性
、
利
用

者
の
応
分
の
負
担
等
を
ふ
ま

え
、
使
用
料
算
定
ル
ー
ル
の
見

現
在
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で

の
収
集
資
料
整
理
な
ど
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
予
算
計
上
は
９

月
ま
で
。

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交

付
金
は
、事
業
予
定
は
な
い
が
、

町
が
企
画
立
案
し
て
企
業
に
委

託
し
、
継
続
的
に
雇
い
上
げ
を

す
る
と
い
う
も
の
。

商
工
会
と
も
協
議
し
、
適
用

を
は
か
り
た
い
。

れ
る
経
費
に
対
し
、
特
別
交
付

税
措
置
を
講
じ
る
と
し
て
い
る
。

宇
美
町
も
地
域
振
興
の
た

め
、
財
源
確
保
の
た
め
に
も
、

こ
の
よ
う
な
機
会
は
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
だ
と
思
う
。

町
長

緊
急
雇
用
創
出
事
業
は
、

離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
非
正

規
労
働
者
等
に
、
次
の
雇
用
ま

で
短
期
の
雇
用
就
業
機
会
を
創

出
・
提
供
す
る
事
業
で
、
生
活

の
安
定
を
図
る
こ
と
を
趣
旨
と

す
る
。

鳴
海

現
在
、
雇
用
情
勢
が
急

速
に
悪
化
す
る
中
、
総
務
省
は

離
職
者
等
の
臨
時
的
な
雇
用
就

業
機
会
を
創
出
す
る
た
め
の
対

策
を
打
ち
出
し
た
。

地
方
が
臨
時
に
実
施
す
る
緊

急
雇
用
の
た
め
必
要
と
認
め
ら

▲早急な雇用の確保を!!

▲宇美町立中央公民館

山
野
芳
則
議
員

そ
の
他
の
質
問
　
●
不
当
要
求
行
為
等
の
防
止
要
綱
は
ど
う
機
能

そ
の
他
の
質
問
　
●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

公
共
施
設

公民館等の「有料化」

町長：使用料算定の見直し

鳴
海
圭
矢
議
員

雇用・就業

町
と
し
て
の
創
出
を

町
長：

思
い
熱
く
検
討
し
た
い
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学
校
教
育
課

◆
平
成
21
年
４
月
か
ら
給
食
の
食
材

の
値
上
げ
に
伴
い
、
小
学
校
給
食
費

１
食
当
た
り
単
価
20
円
の
値
上
げ
、

中
学
校
弁
当
給
食
１
食
当
た
り
10
円

の
値
上
げ
の
報
告
が
あ
り
、
当
委
員

会
と
し
て
、
弁
当
の
日
な
ど
を
設
け
、

よ
り
一
層
の
工
夫
を
要
請
す
る
。

社
会
教
育
課

◆
今
回
の
改
正
は
、
補
助
金
に
か
か

る
予
算
の
執
行
並
び
に
補
助
金
交
付

の
適
正
化
、
補
助
金
の
不
正
な
申
請

及
び
不
正
な
使
用
の
防
止
等
を
図
る

も
の
で
あ
る
。

委
員
長
　
　
松
　
下
　
弘
　
毅

副
委
員
長
　
　
石
　
川
　
義
　
一

委
　
　
員
　
　
藤
　
野
　
莞
　
嗣

委
　
　
員
　
　
垣
　
内
　
京
　
子

委
　
　
員
　
　
鳴
　
海
　
圭
　
矢

健
康
福
祉
課

◆
平
成
20
年
度
国
民
健
康
保
険
の
特

定
健
診
は
実
施
目
標
数
が
受
診
者
１

７
０
４
名
に
対
し
実
績
は
１
４
８
９

名
だ
っ
た
。
ま
た
特
定
健
康
指
導
等

は
動
機
付
け
支
援
１
５
５
名
、
積
極

支
援
が
94
名
で
あ
っ
た
。

初
回
面
接
指
導
は
、
ほ
ぼ
１
０

０
％
実
施
。
指
導
を
受
け
た
ほ
と
ん

ど
の
方
に
改
善
が
見
ら
れ
た
。(

１

月
29
日
現
在)

◆
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画

「
う
み
っ
子
未
来
プ
ラ
ン
」
後
期
行

動
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
子
育
て

家
庭
の
ニ
ー
ズ
と
生
活
の
実
態
を
把

握
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
。
対
象
は
就
学
前
、
小
学
生
・
中

高
生
世
代
約
４
０
０
０
人
。

◆
介
護
保
険
料
は
県
内
を
３
グ
ル
ー

プ
に
分
け
徴
収
さ
れ
る
。
宇
美
町
は

Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
お
り
、
今

回
の
改
定
に
よ
り
２
６
６
円
減
額
、

基
準
月
額
４
７
０
０
円
に
な
る
。

委
員
長
　
　
中
　
市
　
和
　
博

副
委
員
長
　
　
山
　
野
　
芳
　
則

委
　
　
員
　
　
岸
　
本
　
光
　
男

委
　
　
員
　
　
犬
　
塚
　
　
　
齊

委
　
　
員
　
　
後
　
藤
　
一
　
磨

委
　
　
員
　
　
古
　
賀
　
ひ
ろ
子

総
務
課

◆
平
成
20
年
10
月
に
ふ
る
さ
と
納
税

事
業
を
開
始
し
、
平
成
21
年
１
月
末

ま
で
に
16
件
、
51
万
６
千
円
の
寄
附

が
あ
り
ま
し
た
。
寄
附
金
は
そ
の
意

思
に
即
し
た
、
個
性
豊
か
な
活
力
に

満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
さ
れ
ま

す
。

学
校
給
食
費
の
値
上
げ

宇
美
町
公
民
館
類
似
施
設

整
備
費
補
助
規
程
の
改
正

ふ
る
さ
と
宇
美
町
応
援
寄
附
金

次
世
代
育
成
支
援

介
護
保
険
料
改
定

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

▲ふるさとを応援します

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

▲うみっ子未来プラン
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上
下
水
道
課

◆
宇
美
町
の
水
源
状
況
は
、
１
月

27
日
現
在
で
94
・
４
％
。

◆
平
成
21
年
４
月
よ
り
、
給
水
規

制
要
綱
の
廃
止
。

◆
下
水
道
、
新
田
原
地
区
他
４
件

実
施
設
計
業
務
委
託
。

◆
下
水
道
使
用
料
改
定
を
平
成
21

年
４
月
よ
り
執
行
と
な
る
。

そ
の
他
、
電
磁
流
量
計
取
替
工

事
等
４
件
。

委

員

長

白
　
水
　
英
　
至

副
委
員
長

藤
　
木
　
　
　
匠

委
　
　
員

安
河
内
　
周
　
一

委
　
　
員

西
　
依
　
和
　
彦

建
設
課

◆
町
道
竹
ヶ
下
〜
桜
ヶ
丘
線
舗
装

打
替
工
事
が
７
月
末
完
成
予
定
。

併
せ
て
井
野
小
学
校
入
口
付
近

の
カ
ー
ブ
の
部
分
も
同
時
、
施
工

予
定
。

そ
の
他
、
側
溝
改
良
工
事
等
４

件
。

地
域
振
興
課

◆
大
字
宇
美
字
長
日
佐
３
４
４
３

番
地
１
、
宅
地
分
譲
９
区
画

◆
大
字
宇
美
字
上
角
４
３
０
５
番

地
１
、
宅
地
分
譲
５
区
画
。

◆
貴
船
４
丁
目
１
２
１
６
番
地
２

長
屋
住
宅
１
棟
。

そ
の
他
、
農
業
水
路
改
修
工
事

等
３
件
。

ょ
う
か
。

宇
美
町
の
財
政
状
況
も
決
し
て

良
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国

も
景
気
対
策
を
第
１
次
か
ら
第
２

次
と
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
議
長

と
し
て
、
議
会
の
機
能
で
あ
り
ま

す
町
に
対
す
る
監
視
を
高
め
、
町

執
行
部
と
は
緊
張
関
係
を
保
ち
つ

つ
一
致
協
力
し
て
、
こ
の
難
局
を

乗
り
切
り
町
民
の
皆
様
が
宇
美
町

に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き

る
町
づ
く
り
を
目
指
し
努
力
し
て

い
く
次
第
で
あ
り
ま
す
。

４
月
２
日
、
宇
美
公
園
に
て
催

さ
れ
ま
し
た
戦
没
者
慰
霊
祭
に
出

席
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
の
桜
の

開
花
は
、
例
年
よ
り
早
く
、
す
で

に
半
分
は
満
開
を
過
ぎ
て
散
り
始

め
て
い
ま
し
た
。

寒
い
冬
を
耐
え
、
美
し
い
花
を

咲
か
せ
る
桜
。
米
国
に
端
を
発
し

た
金
融
危
機
に
よ
り
、
日
本
は
も

と
よ
り
世
界
中
で
「
百
年
に
一
度
」

の
不
況
と
い
う
寒
い
冬
を
迎
え
て

い
ま
す
。
こ
の
寒
い
冬
を
乗
り
切

っ
て
こ
そ
、
美
し
い
花
が
咲
く
春

の
喜
び
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

亀
裂
道
路
の
解
消

開
発
に
よ
り
徐
々
に
人
口
増

給
水
規
制
廃
止

▲宅地分譲地 ▲亀裂の入った道路
（ひばりが丘団地）

建
設
常
任
委
員
会




